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1 ，特にま意していただきたいことほ全のために必ず約りください) 


この巧扱説明含および製品への表示では、製品を安全に正し <お使いいただき、ちなたや他の人々へのを害やお産への 
損害をホがに防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよろになっています。巧容 
をよ<理解してから本文をお読みください。 

A 替 g とヒこの表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が死じ重傷を負ラ可能性、または义巧の 
胃 a 可能性が想定される巧容を示しています。 

A C そ g この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が な 塞を負う可能性や物の損まの発生び想 
胃定される內容を示しています。 


絵表示の例 


A 



を 


成記号は注意を促す巧容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意巧容(を回の場合は一お的な注意)が描かれています。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

園のやや近傍に具体的な禁止内容(左四の場合はガソリン禁止)がおかれています。 

〇記号は行為を指示する巧容ぞ告げるちのです。 

固の中に臭か的な指示内容（左因の巧合は语源プラグをコンセントか 6 巧いて<ださい） 
が巧かれています。 



告 ( WARNING ) 


•ガソリンお禁 

ガソリンなど揉発性の寫い油は、 

お測こ使话しないでください。 VSJ / 

义災の原因にな 0 ます。 ^ 

•スプレー生厳禁^ 

スプレー宙やカセツトこんろ ぐこ;:^ iOv 
用ボンベなどを温風のおたる んむ/ IX 1 
ところに放置しなぃでくださ A 口 JL V 、/ 
い。熱でをの圧力が上がり、 

_爆発して危おです。_ _ 

♦給排気筒（管、ホース）外れを険 

織晦简（管、ホース）がかれ 

たまま使用しないでください。 pyi fV I 

外れてぃるむ^43に排ガスが 

室のにちれて、危巧です。 _ 

♦給排気筒トツプには金網などは付けない 

給気筒トツプには、虫よけの 齡沾钟* 

ための錦な a まがけなぃでく rsiir 
ださい。給が気の巧げになり、異 \M ( X 1 

常燃焼を起こしおげス猶巧に iF VV 
_漏れる巧隱びぉD)gBr ^?す。— 一 

•定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程獻にお ■■ 

巧 • 整煽を受けてくださぃ。お 
検を受けずに長期間使巧し続け (SW 

ると、巧房や事故の原因にな D パァド、词 
筒おす。点検•麵まお頁ぃ刀 :•ん 
巧めのゃ資裤者のぃる巧巧心 I ) 
に舰してください。 J 1/ 


•巧類の乾燥厳禁 气一 ? if 

雄などの雜には触しない LJ It 
でください。お獻馆 T して义 广石 
がつま、乂災の原因になり ます 。I 一^ 

♦温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風砍お□やグち夕 
空気取入□をふさがないで< け L 

な類、紙などでふさ < と、义 
災の原田にな D ます。 

♦給排気筒トップ閉そく盾険 

積雪がをいとまには、おが気 
筒トップの周 0 が雪でふさが 
れていないことを確認してく 
ださい。ふさがれているとま 
は、除雪して<ださい。 -6^ 

また、板などによる「雪翻い J 
はお排気の妨げになるのでお Ml 
やめ<ださい。巧そ< してい 
ると運お中にがガスが室巧に 
をれて、を侯です。 


裸り 

八、 

00 


0 


•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事はを 

おです。獅すなは。ク A A . A 

新臘にご健ください。 lx 1 

蔽同ブし端させる 


逸 J 主意 ( CAUTION ) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを近づけないで<ださい。 

义がが発生するおそれがお D ます。巧燃物との稱巧巧雜については 
揉準据え付け図例 （25 ページ）を参照してください。 



0 






1 •特に注意していただまたいこと（安全のために必ずお守0< ださい) 


A 注意 ( caution ) 


参給油時消义 

給油は、必ず消义してからおこなつて<ださい。 
乂災のおそれがち D ます。 



〇 


•油漏れ確認 

油タンク.ゴム製送油管-接さ部および機器などからのな油漏れがないこと 
を確認の上ご使用ください。な油が漏れていると乂がのおそれがあ0ます。 


ゴム製送油管 





•異常時使用禁止 

万一異常を感じたとまは、使用しないで<ださい。 
異常燃焼のおそれがあ0ます。 



0 


♦温風に直接あたらない 

湿風に直接長時間あたらないで <ださい。 

低温やけどや脱水痛がになるおそれがあ0ます。 


0 


♦高温部接触禁止 

燃焼やや消火直後は、高温部、給排気筒、給が気筒トツプ、枠上部に手などふれないで< 
ださい。やけどのおそれがあ0ます。 




•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接魄によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ0ます。 


邀り 


♦分解修理の禁止 

故障、破損した5、使用しないで<ださい。 

不完全な修理は、を険です。 

♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、隙をかけたりしないで<ださい。機器の故障や、やけどのおそれがあ0ま 
す。機器の上になびんや水を入れたものなどを置かないで<ださい。かがかかると爲電やが障の 
おそれがあ0ます。 



0 


•改造使用の禁止 _ 

K 造して使巧しないで<ださい。また、ス I -ープや給が気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取0付けないで<ださい。乂災やがガスが室內にちれる原因とな〇を険です。 


0 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた0、物をのせた0しないで<ださい。 

また、電源プラグを抜<とさは、コードを持って引ま巧かないで<ださい。 
义がゃ感電の原因にな0ます。 



0 


♦電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根本まで確実に善しこんで<ださい。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださし、火災の原因 
になります。めれた手でのあき差しはしないでください。感電の原因にな0ます。 



か 


♦長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないとま又は保管するとまは、必ず軍源プラグをコンセントから巧いて<だ 
さい。义災や予想しない事故の原因にな0ます。 




♦電源プラグのお手入れをずる 

とまどまは電源プラグをなま、ほこ0及び金属物を餘去して<ださい。 
ほこ0がたまると湿気などで絶縁不良にな D 义災の原因にな0ます。 


〇 





么ま意 ( CAUTION ) 


•口油の保管 

巧油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射日光を逛けた場所に保管して<ださい。ガソリンなど 
といつしよにな管しないで<ださい。誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれがお D ます。 


♦変質灯油禁止 

を質な油、不純な油（巧れたな油、 7 j < の混じつているな油など）を使用しないでください。 
異巧燃焼のおそれびお0ます。 


♦給排気筒付近の可燃物近接禁止 pr 

給排気筒トツプの近<に、なミをや可燃物など弓 I 火のおそれのあるちの _ 

を置かないで < ださい。义災のおそれがあ0ます。 M \ 


〇 



♦指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないで<ださい。 

ケガや义災の原担にな0ます。 

♦ネ刀めてお使いになるときのま意 

巧めてお使いになるときは、耐熱塗料などが巧き付<まで煙と臭いが出ます。しば5くの間窓をち 
けて部屋の換気をおこなつてください。また、ル烏やル動物などに影資する場合がをえ5れますの 
で、 この間は部屋に入れないで< ださい。 


0 


〇 


' お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるときの注意 

ストーブを巧棄処分するとまは、定油面器の口油を 
巧まとってください。 （17 ページ） 

灯油を入ったまま廃棄するとリヴイクルの擦に思わ 

めま巧になるおそれがあ0ます。 

V 

♦•打油の廃棄 

:〇油の廃棄処分は、む油をお臭い巧めになった販売 
巧にご相談 < ださい。 

J 


2•使用する場所 



トーブぞ安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


ま全に使用するために 
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■ 


♦マントルピースなどには据え付け 
ないでください。 


•標离が1000 m を超える窝地では使用しないで < ださい。 
(空気の縷をが薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 




効果的に使用するために 


■ 


•冷気の入って<るち巧、例えば窓側などに置<と、冷気がストーブで暖め5れてが流 
しますので、効果的です。 


^気 


•部屋のな温を工夫し、部屋の溫度の調節をむがけましょ〇。 


鼠 
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前面ガード 
ガラス円筒 


微風吹化 □ 
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上画力ード 


上面板 


とコて 

表示部 
ルームヴーモ 


…—運乾スイッチ 

…--操作部 

(オープンポケット） 

定油面器リセットレバー 


巧流用送風機（巧帯)- 
フアンカ-卜 ••一™... 



本体固定金具 


給排気簡 
か平器…- 
給気ホース 
づム管 □ 




-調節脚 


構造國 


放熱器- 


スケルトン-~ 
燃焼リング(巧部) 

微愚フアン 





点乂ヒータ 
ポットサー S スタ（巧部) 
点火ネシト（内部）-‘ 
y スレ俩部） 




-燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた}申え 


-反射板 
プリント配線板 

つレーム己ツド 
ポットバーナ 

機巧サーミスタ 
(內部） 

定油面器 

巧震自動消乂装置 
(巧部） 


電礎ポ >プ 
送油管 



















■運弦停止中は節電のため、表示はすべて消なします。 

•現在時刻ぞお認したい時は、操作部の巧しポタンスイッチのいずれかを押して < ださい。1分間、現在時刻を表示します。 
•タイマー運馬中は節軍のため、表示がすべて暗<な0ます。 

•ヴポートヒータ運乾中及び微風フアン r 単巧 J 運括中は、ストーブ消义をち表示は消巧しません。 


I r 音きお巧5せ J の两容 

•通常の運乾操作 （r 点义消乂 j，r タイマーセット J) をおこな〇とき、义をと同時にま黃けお义します j • r 消义し 
ます」 • r タイマーセットしました J) で操作げ態をお知5せします。 




を巧スイツチを巧して[入 J ( A) 
にしたとま、又はセーブ消义をに再 
点火する慮におむし、運転（点义） 
します。 

約3〜4分の予備燃焼後消好します。 


消义冷が卿こ再度運乾スイツチを[入 J に 
したとき点灯し、一時的に消义します。 
燃が室がを巧すると消巧し点义愛)作をおめ 


本燃焼中に点なします。 
規巧燃焼やの义力の大きさ 
を表示します。 



-運をスイツチを巧して r 切」 （ 1 ) 
にすると点なし消义します。 

I燃巧まが冷却すると消むします。 

セーブ運転中に室温が設定温度より 
約3で上昇すると点巧し消义します。 
室湿が設定湿度にまで下がると消な 
し点义動作を短めます。 




室温設定ポタンで設定した室通を 
デジタル表示します。 

ストーブにトラプルが発生すると、 
トラブルの状態が記号表示（モニ 
ターサイン）されます。 



B 【雕 R 巧 a 的ロロロロ百 


- -1表示時刻に運転します] 


强 辟日泣 


消乂します 


’消义中 


設定室湿 





タイマー運括やはぶげ J します。 
タイマー運乾停止中は满なしま 
す。 




• 通常は病在時刻を表示します。 

• タイマー運お時はタイマーセツ 
卜時刻を表をします。 

(タイマー巧乾時は時刻表示がほく 
な0ますが異常ではち0ません。） 


[ gjUr ：* ■巧可 



視巧時刻を表示しているとま 
は魚巧しています。 

タイマーセツト時刻を表示し 
ているときは消むします。 




微面運弦中は点なします。 
微風運巧停止中は消むします。 


巧す （*) と運乾く点义）します。 
ちラー度巧す （ 1 ) と消义します。 




セーブ運おやは点巧し、おおすると消 
なします。 

ま湿設定を10で （F 点設定）にすると 
有®のにセーブ運転にな0点むします。 






















■オープンポケットの開閉 

♦才ープンポケットを軽く押しこむと、ゆつ<0出てまます。操作後輯<巧しちどすとロックして止まります。 

.さ 編をどき麵裝義纖鍵撫:， 

■操作音について 

•操作ボタンを巧すとピッと音がします。 

•誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表示部の巧るさ調節 

参時計調節スイッチを r 通常 J にさわせて「時ボタン J を押しながら r 分ボタン J を押すことにより、表示部の明るさ 
を2段階に調節することが化来ます。 

(このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 


I [音声お知5せ J の消营方ま 

•時計調節スイッチを f 通常 J に合わせて「時ボタン J を押しながら「セーブ運弦ボタン J を巧すことによ0、「音声 
お知らせ J ぞ消音することが巧来ます。 

(このとまピッ音が2◎しますが、誤操作ではあ0ません。） 


時ポタン 


時刻の r 時」を合わせるとまに使います。 




分ポタン 


>時刻の r 分」を合わせるとまに巧います。 
■ 特計調節スイッチのな黃により、1回の 
巧しの進み方げ異なります。 
r 時計合せ J …1分ずつをわ D ます。 
「タイマー合せ J …5分ずつをね0ます。 


特計 讓雜を r 麵鑛黨某 


f 時計させ J …現在時刻を合わせるとまに 
「時計合せ」位置にします。 

「タイマーをせ J …タイマーセット持刻を合 
わせるとき r タイマーをせ J 位置にします。 

「通常 J …現な時刻やタイマーセット時刻を 
合わせた5、通を使巧中は、「通常 J に化ず 
ちどして < ださい。 


义力麵ジ7ミを「目貧 J に 
含わせると、イン A - 夕 - 
誦となり、錦と設ま温 
度の差に tS じて、自誰に 
が]がを化します。 


3微風 


連動 






— 

■]r Bft 

時計 
合せ S 

% 

k イマ—） 

llT 

時 d 

3. 

の 分 

I 

I タイマ叶セット 


i 襲11麵議議 


’义力調節つまみを r がか J か 
5 [大」の間で動かし义力を 
リニアに手動調節します。 

I 义力調節つまみを r 自動 J に 
合わせると ルーム ヴーモによ 
る自動運転（ま通設定ボタン 
で室温を設定）ができます。 


自動 


手動火力調節 
热かか中 大 

•III 川 • mm . miH . 


、 お。……,-- 





ほめ 高め 

を# 


覇歡變 


「連動 J …ス I -ーブ運転と連動して、巧風運転を開始します。 
「を巧」…ストーブ運転に関係な < が風運乾を開始します。 
「切」•••微風運転を停止します。 


wmmmk 


11回巧ずとセーブ運転。 
ま温が設定温度よ D — 
定温度上昇すると消义 
し、一定温を低下する 
と自動のに点火動作に 
入ります。 

‘房度巧すと、セーブ運 
活はががされます。 


画難 ^!議 


义力調節つまみを「自動 J にす 
るとルームヴーモによる室温設 
をに9〜15で、10で （ F 点設 
定 ）） ができます。 

>「富め J …設定温度を1でずつ 
上昇 

• 「巧め」…設定温度を1でずつ 
ほで 


4 垂 mmmmmm 鑛觀 


• タイマー運お 

運転スイッチを f 入 J にし、タイマーセットポタンを巧すことじよ 
0、タイマー表示が点の、時刻表示にタイマー t ット時刻が継続し 
て表示され、タイマー運乾び開始されます。 

(タイマー表示が点なしなければタイマー運振は開始されません。） 
. セット時刻になると、タイマー表示が消なし現な時刻が表示されて 
き動のに運乾び開始されます。 

-タイマー運乾のお除 

タイマ^運転やにをラー度、タイマーセットポタンを巧すとタイマ 
一運掠がおおされます。 


I ぶ ■神 111 












燃料は必ずな油 （ J に1号な油）を巧用して<ださい。 

• 陵皇结 ガソリンなど揮発性の富い油は、义災の原因にな0ますので絶対に使巧し 
ないで < ださし、 

ま意]変質の油、ミちれた丹油、水の混じつている灯油などは、絶巧に使用しない 
で < ださい。 

♦ IA ミ主意阳油は、がず义気•雨氷•ごみ.高温及び、直射曰光を避けた場刑こ保管 
して < ださい。 



■給油の際の手順とミま意 


•を油八ルブを巧じて給油□ふたをはずし市販の給油器具で巧油を給油して<ださい。 
油 S 計の針が r 満 J をさしたら給迸をやめて<ださい。 

隹給ミ由□ふたを必ずちとどお0に締めて < ださい。 

•給油の隐に、水、ごみなどを入れないよラ特にま意して<ださい。 

■給油□ぶたは、確実に締めて<ださい。 

■こぼれた巧油はよ<ふまとつて<ださい。 

■燃料切れのを意と空気なまの方法 

油タンクを空にしないよ5にまちしてください。 

油タンクをいつたん空にしますと、送油経お巧に空気がたま0、正常に送油ができなくなることがあ0ます。このよラ 
な場合には次の順巧で空気なまをして<ださい。 

1. 油タシクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か5、ゴム製を油管をはずします。 

3* ゴムおを油管から油び連続して流れ出ることを確かめてか63ム製送油管をちとど 
お〇にストーブに取り付けます。（油びこぼれないように容器を用意してください。) 





運転開始前の準備と確 i 


■をを装置のセット、取扱上のま意 



ネリめて使巧するとまやシーズン巧めには、ス I -ーブ正面ち下の定巧面器リセット 
レバー（黒を）を左方向に止まるまで巧して<ださい。 



運転スイッチを巧す 


•音声义します J 
• 点义表示点の 
• 設定室温表示点灯 
• 燃焼巧送風機まねる 


• ル油量流化 
• 巧流巧送風機まわる 


《•予偏燃焼後約 2.5 分間、义力はや乂力にな0ます。 



•才ープンポケット内の乂力調節つまみで「自動運乾 J と「手動運賠 J が設定でまます。 
ご希望の運転方法でご使巧 < ださい。 


( ち、い順を飞 

■义力調節 r 自動運乾 J の場合 


自動|「手動义力調節 
おかか中 大 



-点义表を消灯 
-燃焼表示点丹 

* 設定室温と部屋の状況に応じ 
力になる 


♦火力調節つまみを r 自動 J に合わせて<ださい。設定室温と部屋のげ況に応じ 
た义力で燃焼します。 

(义力調節「手動運乾」（微か〜大）の場合は、义力調節つまみの設定乂力で燃 
焼します。） 

♦麻計合せは 10ページ 「現在時刻の調節方法 J を参照しておこなつて<ださい。 

1 > 時刻表示が現を時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

し点义します J の音青と同時に、点义表示「点乂します J が点'なし、目動的 
に次のよラに運転（予備燃焼•本燃焼）します。 

(乂力調節「手動運乾 J (微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ D ません。） 




5.使用方法(使い方) 


■送油経路の油もれの確認 

•油タンクや送ミ由管の接合部などからミホちれがないかどラか確認して< ださい。 

■電気配線の確認 

•怪^ま^電源プラグをコンセントに巧の根元まで確実に差しこんで < ださい。 
垂電源コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認して<ださい。 

层が為勢翁議攀囊 It 纖繁 ii . 


ぶ為を左 m ぶ苗基なお篷擬&錢片气 ご铺凝 


品占品賴賴•心 










オープンポケット巧の义力調節つまみを r 自動 J に合わせると、ルームサーモによる自動運乾とな0、設定室溫に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温に4で）が表示されますので次のよラに調節して<ださい。 

•室温設定ボタン「窝め J ぞ巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• 「低め J を巧すたびに15でまでは1でずつ下が D 、 15でか5はい 
まな010で （ F 点設定）となります。 

•10 で設定の場合はセーブ運乾表示ランプが庶巧し、セーブ運転とな 
0ます。 

^設定き湿を15で 1 U 上に上げるとセーブ運乾表示ランプが消え、^ 
、自動的におおされます。 ノ 



义力調節 r 自動」運提時に、微か义力でを室湿び設定室温よ D 上昇する場を、設定室ミ忌よ0約3で上昇すると自動的に 
消义し、設定室温まで下がると魚义動作に入0ます。これを<0返すことによ0むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

•室湿設定ボタンによ0希望の室温設定後、セーブ運提ボタンぞ押し 
て < ださい。 

セープ產 g 表示ランプが魚灯し、セーブ運おとな0ます。 

•セープ運活ボタンを再度押すことによ D セーブ運活表示ランプが消 
え、セーブ運お解除とな0ます。 




义力調節 （手動調節-手動運乾) 


室温設をによる自動運転の他に、义力調節つまみによる手動义力調節が巧能です。 

次のよラにして < ださい。 

•オープンポケツト巧の乂力調節つまみを r がか J から r 大 J の間の 
ご希望の位置にさわせてください。 

表示部の設定室温まおが消え、予備燃焼が終了すると約 2.5 分間乂 
力は中义力にな0、そのをは义力調節つまみの設定义力で燃がしま 
す。 


■炎の状態 


ストーブの据え付けや給が気筒の設置条件で、炎はをか巧化します。 



r 

自動 

手動义力調節 



微かル中 大 


— 11 —^ 


( 


00 










(消义順序) 



運乾スイッチを巧して r 切 J にして<ださい。 

r 消乂します J の音声と同時に、燃焼表示が消なし、消义表示 r 消义します」 
が点なします。 

燃焼室が冷却すると燃焼用送風機、対流巧送風機が停止し、すべての表示が 
消好します。 

•運乾停止中は、節電のため、すべての表おび消灯します。 


;♦应 m 寒 J が# to 鱗が續簿岭 I 難^に巧礙键鄰 

をホシわか受齡 t 繞勢)議隱を養!辕 Sigi 接苗,識を黨鑛禱 i 編纖 S 纖 i 
‘麵敞がま疑 V 够が惨^おでく繫豬鑛議薇 Mil 鑛證苗靡馨^灣禱鐵無獲;'::パ 

.‘馨お樹勤!:を、 黃言^檢 鞭:: 

柄を0、.純一:％^^^赫‘錢襲黨を籍ジ rnmmmm 


消义後、再点乂するとまのま意 


♦燃焼やに誤って電源プラグを巧いた0、運乾スイッチを r 切 J にすると、再点义安全装置の働きで、ス I -ーブが冷却 
されるまでの約2分間は再点火でまません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1がな巧）の場さは、そのまま燃焼が継続されます。 

♦停電時には、必ず運転スイッチを「切 J にしてください。 


現在時刻の調節方法 



1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「時計させ J にします。 
はじめて使用するとまや、電源プラグを長時間巧いたとまは、時刻表示は 
0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J • 「分 J ボタンを巧して現在時刻をさわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 
ぶ r 時 J ボタンを巧して"午前6: 00" にします。 



ら••日日 • 


愛 r 分 J ボタンを巧して"午前6: 15" にします。 



にし 


時計-吗 7— 


3. がず時計調節スイッチを r 通常」位置にちどして<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にわどした時点から動さおめ 
ます。） 


ぞみ敏ず時計調節スイジチが:醜ぶ艇竣 P てん)ることを淹務し案幾ををれ々, 


mm 




■運乾時刻の合わせ方 

1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマーさせ J にします。 

2. 時計調節の r 時 J •「分 J ボタンを巧してタイマー点义時刻を合わせます。 
r 分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

① r 時」ボタンを押して"午前6 : 00" にします。 (D r 分 J ボタンを巧して"午前6 : 30" にします。 

午前 ん•なな* 午前 S ：30 


これでタイマーセツト時刻が記憶されました。 

3. 逸ず時計調節スイッチを[巧常 J 位置にちどして<ださし、。これで時刻表 
示には現在時刻が表示されます。 


■タイマー運乾方法 

1. 運おスイッチを巧して r 入 J にして<ださい。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するとまのご希望の室温又は、义力に合わせて<ださい。 

3. タイマーセットポタンを巧して<ださい。 
r タイマーセットしました J の音寅と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻び表ホされ、タイマー表示 r 表示時刻に運乾します J が（燃焼中の場 
合は消乂表示 r 消火します J お）点好し、タイマー運おに入 D ます。 
(このとま、燃規用送風機が、10分間運乾しますが冥巧ではち0ません。） 

•タイマー逐乾中は表巧部の表示はすべてぉ< な D ますが異常ではあ D ません。 


•タイマーセット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻とタイマー表示 r 表示時刻に運転します J び表お 
され続けます 

参運転中にタイマーセットボタンを巧すと、ストーブは自動消火し、運おを巧止します。 

•タイマー運転中は、節逗のため、タイマーたット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 








■タイマー運乾のおお 



•タイマーセットポタンを押します。タイマー表示が消巧し、時刻表示に現 
巧時刻が表示され（時計動作コロン点滅)、タイマー運転が解除されます。 
•このままであれば点义表示「点乂します J が点なし、自動的に運乾を開始 
します。運乾を停止する場をは、運転スイツチち「切」にして<ださい。 


■タイマーセット時刻-規在時刻の確認 

•タイマーセット時刻の確認 ♦現な時劾の確認 

•時計調節スイッチを「タイマー合せ J に合わせます。 •時計調節スイッチを[時計をせ J に合わせます。 



午前 S：BO 

時刻表をにタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 


時計-タイマー 



♦確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常 J 位置にもどして<ださい。 


いつ - jn 
午後 f しい 

時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 


微風フアンの使巧方法 


雜隹顔 i 麵ず儀^^^鐵 HP 編線ふ 




■使用方法 



オープンポケット巧の微風運転スイッチを「連動 J 又は、「単独」にさわせて<ださい。 
微風運乾び開始されると微風吹化□か5微風が化てきます。 

• 「連動 J に合わせるとストーブび運乾し、予備燃焼が終了を微風ランプが点灯し、糊 
風運乾を賭始します。 

• 「単独 J に合わせると微風ランプが点のし、ストーブ運乾に関係なく微風運乾を開始 
します。微風フアン「単独 J 運転中は、ストーブ消乂後ち表示部の表示は消丹しませ 
ん。 

• r 切 J に合わせると微風ランプが消なし、微風運転を停止します。 








ストーブにトラブルが発をすると、トラブルのが態が設定室溫表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号ま示の内容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターヴイジー巧表、または 21〜22ページ r 巧障-異常 
の見分けちと処置ち法 J をご賣のラえ、必要な処置をして<ださい。 


く モニターサインー境 表 > 


モニターヴイン 

異常状態 

モニターサイン 

異常状態 

E 1 

途中 消义 

EE 

巧止時ポット異常®巧 

E 2 

不着 义 

Feo 

巧內ヴー5スタ作動 

_ 

巧 《 作動 

P 1 

ポッ K 予熟不足 

E 5 

お t 気管巧けお巧作® 

P 2 

ポット温度化下 

E 6 

ルームサモお線 

P 3 

ポット異常過熱 

E 7 

E 9 

巧全ヴーモ作動 

停 霉 

P 4 

不消义 
(消火時間が長い） 

P 5 

萬 あ 不良 

E 8 

疑が 义が 


EA 

燃焼用を風機異おお出 

EC 

ルームヴーモ短絡 


使用上のま意 


本まの r 特にを意していただきたいこと（安をのために必ずお守〇<ださい) J の他に、次の項目についてち注意して< 
ださい。 

•上面ガードは、地渡などによ0巧が物が落下したとまなどに乂がを防止するためのちのです。やむをえず取 D はず 
した場をは、必ずちとのげ態に取 D 付けておいて<ださい。 

♦クリーニング店、美容院などの化学薬品を使ラところや温き、簡育室など、動植物の育成栽培に使用しないで<だ 
さい。 

•蛮が発生したとき、蜜（誘導蛋）によ0—時的な過逗压がかかつてち、過鸾库防！]:装置が穩おを保護するし<みに 
なつていますが、大きな雷（直巧雷など）の場をは、逗テ部品を損傷するおそれびお0ますので、軍おプラグをコ 
| ンセントか5巧いて < ださい。 






このストーブには次のよラな安全装置がついています。 

すべての巧全装置は、異常が取り除かれてち再度点乂操作をしなければ運綺ま停止したままです。 


ま全装置 


対震自動消义装置 
([ F 或表示) 


点义安全装置 
燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

I 岡表示♦度表示 ) 

\ (途中消乂）（不着义） I 


停電を全装置 

で r ; 表示 •てが表示\ 
(30 砂!^ゴ上）い秒叫 
\ 130秒未満 j / 


過熱防止装置 

•巧全サーモスタット85で 

( m ] 表示） 


原国-作動結果 


• 強い地震や衝擊を受けたとき 

ク 

•モニターサイン里^表示 
-自動的に消义 


•点火 S スをしたとま 
•途中失义をしたとま 
•がび異常にかさいとき 

ク 

-モニターサイン広互]表示または 
I を表示 
-自動的に消义 


•停電したとま 

•電源プラグが巧けたとま 

ク 

-通電後モニターサイン-面表示ま 
たは Lf 3 」表を 
-自動的に消义 


• 対流巧送風機のフアンガードやスト 
ーブの前面がふさがったとま 
•ストーブの前面に障害物などがある 
とを 

ク 

-自動的に消义 

•ス I -ーブが冷却された後モニターヴ 
イン cm 表示 


処置ち法 

• ス t -ーブの周迅に異常がないか確認 
し、点乂操作して < ださい。 

(巧震自動消乂装置は作動後自動的に 
セツ S されます。） 


• 曰常の点検-手入れ ( 16 〜19ページ 
参照）をしてか S 点义操作をして< 
ださい。 

•なおち異常がある場合は、お買い求 
めの紙売店にごネ目談 < ださい。 


'.' が7 ' の場合、時計などのセットを 
してから、点义操作をして<ださい。 
• 風 の場を、通電後点乂操イ乍をし 
て < ださい。 

• 電ミ原プラグを確認して < ださい。 


•原因を取〇徐いてか5点义操作をし 
て < ださい。 

♦ 処置をしてち緣り返し作動するとき 
は、いつたん運転スイッチを巧して 
「切 J にし、販売店に連絡して<ださ 
し)。 



装置の名输 

原因 • 作動結果 

処置方法 ^ 

岳 点义巧全装置 

•消义直後、巧点义操作したとま 

ク 

- 約2分間の冷巧をでないとお义動作に 
入6ない 

f •約2分経遇を、白動的に点义動作、 

[ を閒始します。 J 

巧気管巧け検巧装置 
(If 引 表示） 

• が気爸の接続部びはずれたとま 
• が気舊巧け檢知巧 U — ド線がはずれ 
た0、が線したとさ 

ク 

•モニターサイン IfS 1 表示 
•ストーブの運転を停止 

• 給排気窗および排気管の巧続がに、 
はずれ-ゆるみがないか確認して< 
ださい。 

♦ が気管巧け巧知巧リードおのゆるみ 
または、はずれ-切れがないか確認 
して < ださい。 

質も'^^^^ 

一 1臟餓 ㈱ 舰 IJ - ド援1 

燃焼巧を風機異常 

お出装置 
(胃 表示） 

• 回活数が異常に低下したとま 

ク 

•モニターサイン 巧^ 表示 
•ストーブの運活ぞ停止 

♦ お質いホめのお売店に修理を巧頼し 
て < ださい。 

過電流防止装置 
(表示部を消な） 

• 巧が配線のショートによ0過軍流が 
流れたとま 

ク 

，單流ヒューズが切れ、すべての運お 
を停止 

• お冥い巧めの販売店に修理を巧巧し 
て < ださし、 

機巧ヴーミスタ 
(中ご 表示） 

i 

i 

1 ♦巧流巧を風復が異お毎としたとき 
•巧流用ち風おのフアンガードやスト 
ーブの前面がふさがつたとま 
♦ストーブの前面に巧ぎ物などがある 
とま 

ク 

- モニターヴイン 巧で 1 表示 
- 自動的に消义 

♦原因を巧〇徐いてか5点义揉作をし 
て < ださい。 

• なおを異常がある巧合はお貝い巧め 
の販売店にこ相談ください。 




点横、手入れのとまのを意 


点検.手入れは消义お、ポットバーナが冷却してか5、必ず電源プラグをコンセントから巧いておこなつて<ださい。 

..ism に 


点お、手入れの必要項目、時期、方法 


■周固の可燃物（使用ごと） 

ストーブの周ほは、常に藝巧•掃おし、燃えやすいちのを置かないで<ださい。 

■ほこ0 •巧れ（使巧ごと） 

参ほこ0や巧れをそのままにしておきますと、油がしみた0して危険です。 

ストーブはいつち清潔にしてご使用ください。 


■油をれ•油のたま0•油のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクに油ちれ-油のたま0や油のにじみがないか、とまどき点検して<ださい。 
又、給油の際にこぼれたな油は、よ<ふまとつて<ださい。 


物議刪腺 


■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-スンのネリめ） 

意 1ゴム製を油管は、屋かで使用しないで < ださい。 

屋かでの使用は禁止されています。 

•屋的でゴム製送油管を使巧しているとぎは、膨溜、视縮、変質、を形、ひび割れがないか確認し、夕点のあるとまは 
交換して < ださい。 

交換の目安は、3年に一度です。 


■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

春油タンク巧は水やごみがたまりやすいちのです。給なのとき、点棋して<ださい。 

油タンク内の水抜き及び掃除は、ミをタンク付属の取巧説明書に従っておこなつてください。 


■給が気筒の接続部のゆるみ及びトップの周画（巧に 1 回程度） 

•給排気筒及び、トップの周固に障害物び置いてないか、とまどま点検して<ださい。 

•給排気筒びつま0ますと、不完全燃焼をおこします。シーズン巧めには必ず点横し、<ちが巣をつくった0異物が入 
った0しているとまは、必ず掃徐してください。 

•給が気筒及び、排気管の接続部びはずれた0、排気管巧け検知巧リード線がはずれた0、断線していないか点検して 
<ださい。 

•給が気筒を一度取0はずして、再び取0巧けるとき、妍気管の接続部巧部にはめこんでちる0リングび破損していな 
いか確かめて < ださい。 



り] J ング ! 
( P 40 4種 D ) 


QIJ ング\ 
( P 40 4種 D ) 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■定油面おのストレーナの 掃 お (適獻 （お買いホめの販売店に巧頼してくださし〇 

•定巧面器には、ごみを除<ためのストレーナびついています。 

ごみがたまると、巧油の流れを巧げて、十分な义力び出な<な0ます。 

次のよラに描除して < ださい。 





1. 油タンクの送ミもバルブを閉じて<ださい。 

2•ス I ブの前板を止めているねじ （5 本）をはずし、前板の下側を引き上 
ばて、前に引いて取 D はずして<ださい。 

3. 操作部を左図のよラに、①姨作部のを側をみし引き上げて、 ® 手前にまわ 
して、開いて<ださい。定油面器びみえてまます。 

4. ストレーナの掃除□に巧れなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作0、そ 
の下に容器を這いてストレーナの止めねじをゆるめてはずして<ださい。 
定油面器の巧れたな油やごみがを巧流れ出ます。 


5. ストレーナを巧0おして、まれいなな油の中ですすぎ洗いをして<ださい。 
(水で洗わないで < ださい。） 



■巧流用送風機のフアンガードの掃除地に 1 回な上) 




mm 



フアンガー■ド 


•フアンガードがごみやほこ0で目づま〇すると、を風力が弱<な0が気温度が上 
昇する原西にな0ます。〔過熱防止装置（巧全ヴーモスタット）または機巧ヴー 
5スタの窗きで運おが婷止する場合びあ D ます。；！巧の要領でストーブ巧面の 
ファンガードの保除をおこなつて<ださい。 


1. 運乾を停止レ、巧流用送風なが止まつていることを確認してください。 

2. 巧おおなどでフアンガードについたほこ0を取0除いて<ださい。 





■ポットパーナの掃除 C お買い求めの販売店に依おしてください 。 j 
•厂ごミま掃餘は、ストーブぞ消义させ巧分冷却してから、おこなつて<ださい。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれがお0ます。 

参ポットパーナにすすがついて炎のおが不揃いになつたとまや、ポットパーナの底にすすやカスがたま0すぎて着义がお 
そ<なったときは、次のよ〇にしてすすを取0除いて<ださい。 



1. 上面ガードをはずして4本のねじをはずし、燃焼筒ふた巧えを取つて< 
ださい。 

2. 燃焼简ふたをはずして<ださい。 

3. スケルトンはやふたに巧0がいています。スケルトンをガラス円简にあ 
てないよろにして、取0はずしてください。 


4. 燃焼リングをフレ^ムロッドに当てないよ〇にを意して左因のち向に燃 
焼リングをまねし、取0だして<ださい。 


5. 点义ヒータ、点义ネットをいためないよろに、ポットパーナ巧部のすす 
をドライバーなどでかま落としてか5、布などでぶきとつて<ださい。 



フ レー ム□ツド 




スケルトン脚 
スケルトン 
燃焼リング 


6. 組立ての際、燃焼リングは、を國のよラに正し<確実に®0付けて<ださ 
い。 

'論' 

讓雜输が^^な穎^^^窮^? 

を娘若寒がか;；-‘'3黨寒舊癸藻:を安道黛鷄緣 

.寒も 


点乂ぶツト 








点検•手入れの必要項目、時期、方法 


■反射板-ガラス巧筒の掃除施時） 

• G ごま fi ] 巧おは、ストーブを消义させ充分冷がしてか5、おこなって<ださい。 

觀いがおでおこなろとやけどのおそれがち0ます。 

•反射板及びガラス円筒にほこりがたま0ますと、反棘 a 率が悪くなるばかりでなく危おですので、次の要領で適時掃 


除をしてほこ0を®0除いて<ださい。 



1. 前面ガードをち側の面定ばね （2 個）か6はずし左側にまわし 
て < ださい。 

2. ガラス円简を割5ないよラにま意して、掃お機などで巧がのほ 
こ0をまれいに掃除して < ださい。 

3. やわらかい布などで、反射巧及びガラス巧简をされいに拭いて 
<ださい。 

4. 掃おが終わりました5、もとどお0にセットしてください。 



■ガラス円筒巧部の掃お 饱時 ） C お買い求めの販売巧に依巧して<ださい 。 ) 

• [ PSM 巧おは、ストーブを消义させ巧分冷がしてから、おこなつて<ださい。 

おいが態でおこなろとやけどのおそれがあ0ます。 

•長期間の使巧によりガラス円简がすすけることがあ0ます。 

ガラス巧筒びすすけて炎が爲えに<<なつたとまは、 18ぺージ 「ポットパーナの掃除 J の頃にしたがい、スケルトン 
をはずしてガラス巧筒を掃除して<ださい。 



■点义ヒータ•魚义ネット•ノズルの点巧(シーズンの巧め) 顧ぃ求めの麻風こ備してくださぃ。： ) 

•病义ヒータや点义ネットにすすが付着しますと、ホ熟が低でした0、油のひろび0が悪<な0、着义不良の原因にな 
0ます。 

•ノズルの巧端にすすが付着しますと、異常燃胤こなった D 、 き义不良やお乂持間が長くなる原固になります。 

シーズジ巧めには必ず点巧してください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点巧•巧換は破摸のないよラにま意しておこなラが要びあ0ますので、必ずお買い 
求めの販売店に巧巧して<ださい。 


■フレームロッド（燃焼制御装置）の点巧値時） 巧買い求麻齡施に賴してください 7) 

•フレーム□ッドの先端にすすが付着した0、フレーム□ッドび巧形すると、誤作動の原因にな0ます。 

すすの付着やフレーム□ッドのをおがちる場合は、がずおちいホめの販売店に点検*交換を依巧して<ださい。 


■地震などの災害が発生したとまの点検について 

•地震などの災まが発生し、ストーブに振動や衝擊が加わつたとまは、運乾前に必ずなの点検をおこなつて<ださい。 
•給排気筒まわ0のはずれ、われの確認 
-灯迸配普か5のちれの確認 

点おで異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を巧頼して<ださい。 


mm 






長期間ご使用になりますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点檢を実施して<ださい。点おのご相談は、お買いあば店または修理資格 
者〔(お）曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石ミを機器技術管理±) 
など）のいる店までお問い合わせ< ださい。 


mm 



現 象 

説 明 

巧めて使巧するとま、煙やにおいがでる。 

お熱塗料やほこ0が巧けるためです。 

しば5 く窓をちけて換気をして < ださい。 

す<に点义しない。 

予熟点义方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によりをかを化します。） 

燃焼拥始時や消义をに「ピチビチ J といラ音びする。 

本体内部が熱により膨張、収痛するためです。 

点义時にボンと音がする。 

点义するとまに発生する着义音で、異常ではあ0ません。 


■次のような規まは故障ではち 0 ません。 

•修理を依頼される前にちラ~度お確かめ<ださい。 


■使用中に異常があ0ました5、次表にぶ0原面を調べて処置をして<ださい。 

参原因のわか S ないとさや、処置のむずかしいとさは、お買い求めの販売店、またはお近くのコロナお客 
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点乂時•消义時 









現 象 説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎(赤义)が混じる。 

異常ではあ0ません。 

給が気筒の先端か弓連続的に白煙が化る。 

が気温が低<なると、排気ガス中に含まれているか分が 
凝結して水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

'なミ由ぎれの際、一瞬がが大さ < なつて消义する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運転中のとま、表示部の表示が暗い。 

待機時の消費電力節電のためです。異常ではあ0ません。 


様ご相談窓□にご連絡 < ださい。 ※設定室温表示にモニターサインが表示されます。 



wam 
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■部品交換のとまのミ主意 

仪ま意| 不完をな修理、詢整はを巧ですので、部品の交巧、調をが化要の場合には、お買 
い巧めのが売店又は、修理資格さ（(が)曰本5油が焼お器な巧おをでおこなろ巧術管理講普 
を修了を（石油な器巧術管巧±)など）のいる販売店にこ巧談<ださい。 


部品交換はコロナ 純正部品と ご指をください。 



12.保管 (長期間使用しない場合) 


設置したままで保管される場合やしまわれるとまは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次 
の要領でイ呆管してください。 

1•電源プラグをコンセントか S 巧いて < ださい。 

• I 企 j 主意 1 殺宙したままで巧巧する場合を必ず、 巧 源プラグは巧し、て<ださい。 

2•油タンクのな油はすっかり出してください。 

•やに化分やごみを残したままにしておさますと、ミ由タンクが腐食する原因にな0ます。 

3•定油面器の中の巧油を巧いてください。 

4•塞装部分は、しめった巧で巧れを落としてか S 、 か S ぶまして<ださい。 

5•放熱器のサビなどがおるところをペー八一で磨ま r 巧修用の塗料 J 側责） 

で塗装して < ださい。 

6.フアンガードのごみやほこ0を取0除いてください。 

7•巧部のごみやほこ0を取 D 除いてください。 




麵雞馨 繼論禱 

み: ‘./.A こ:がえぶ^: V ’ がか資か 

、擊 纖據纖麵 

議養辨 繁灘 灑觀 

ポット式-屋內巧-強制給拼気お-強制巧流あ 

m 戟 m 帮纖冀 載 

電気点义式 

巧馬玄 

瞻儀 

巧油 （ J に1号な油） 

:載接游巧 A 

•が''.な；:: を:—,::-:-.’—:. / た.:. 

寒ホ 

^ ~ ■" ― 一一 0,768 L/h 

おが 

0,198 L/h 

.誘其為,\を. 

みが. 薪 薄 率 

:み.. •太 

一 — 28.450 kJ/h 熟効率86.0% 

が藤' 

7,330 kJ/h 熟効率78.2% 

議議論た蕩應 

智顯擲黛饒;.'括.. 

;あ谦 

6.80 kW 

祭か 

1.59 kW 

乂塞苗寶噓薄み 基 だ 

誦！ m 

ぶ.ぶ 

一 — ^ 86.0% (目盛大のとき） ^ 

ち弦 

78.2% (目盛 微少 のとき） 

mm 藝. 

ぶぶぶ巧ジ; < 


木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 39.5 m 2 (24 畳）まで 

.纖綠斗 

木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 46.01712 に8畳）まで 

诛ゴ端"で' ず''誇'1 

高さ61 5 mm . 幢 748 mm ■ 奥巧 368 mm (置台を含む） 

.爲ぶ'; r ''、 たす""’を 

28 kg 

硬 旁摩ををヴ碍戴—錢;1 

100 V 50/60 H 之 

带‘ホ满 •务 ，廣;满 

点火時 340/340 W • 最大燃焼時 29/26 VV • 最大 600/600 W (点乂初期に短時間発生） 

:磅繞該瑜な舉武めがが 

QU 4 - 4 

お然氣窗の膊び搔1 

040 

卜ぉ麵の触邁娜落 

「 075 mm 

嫌 满載ぶ 展苗;振 

260で似で 

my 觀抱麗苗霸策 ' 

5 A -10 A 

讚で ち藝巧 馨ぉ舊; 

巧讓自動消义装置-な义安全装置.燃焼制御装置-停電安全装置-過熱防止装置 

そめ俄:の裝廣] 

再点乂安を装置-過電流防止装置-排気管巧け巧知装置-燃焼用送風機異常お出装置-機內ヴー S スタ 

:娜賴潑馨戮單带 

置台1個、遮熱あ1個、おが気筒セット 1 組、スリーブ 1 個、本か面定金具2個、ゴム製送油管締付バンド2個 

備考）•微風フアン運; 

g 時の消費電力は定格消費電力に 4/4 W 加算されます。 


•標準適室は、巧団ミ左人-曰本ガス石油機器工業会の算定基準によ0ます 0 




15,据え付け-移設 



■: _据え付け場所の選定及び標準据え付け例 ■ 


据え付けについては、义災予巧条例、電気設備におするな術基華など法令の基華びお0ます。工事説明 S (工事編）の 
r 特に注意していただまたいこと（受全のためにがずお巧 D < ださい) J をお読みにな0、娘売店又は据え巧け業ぎとよ 
<ご相談してください。また、「標準据え付け例 J については、下図を参照してください。 


標準据え付け例 
























•テレビやラジオか S 1 mLU 上離して < ださい。 

•側方廣害物は、兩側にあってもよいが給排気窟と障害物、可燃物との距離は 45 cmW 上とってください。 

•前方におや建物がある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上方および雨側ちに気流を阻 
止する障害物がないよラにして<ださい。 

•給排気筒下面は地面から 20 cmL ： U ： 離すよ〇にして<ださい。なお積雪地域では、給が気筒先端が雪でぶさびれるおそ 
れのない高さを確保してください。 

ぶあを養にみ魄'續從:藻裁幾もが 
霧-;難麵部に接鱗 i 繊^!^按^變聲覇猿お- 曇：..’繼古冀雜韻祗 . 

義 ぞ暫る場を 韋^^華額^!^讀 く*^ 議繁薦 : 


給が気筒を延長する場さのミ主意 


•給が気筒を延長する場合は、 3 m 3 ffi が D む下で取巧け5れる場所を選定して<ださい。 



積雪地区におけるミ主意 


•積雪のをい地方では、積雪時に給辨気筒び雪でふさがれないよラな取巧場巧を選定して<ださい。また、風がぶどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあ D ます。 


据え付け後の確認 


据えがけがおわ0ました S 、 ち5—度、工事説明書（工事編）の r 特に注意していただきたいこと（安をのためにがずおす 
〇< ださいりをお読みにな0、工事説明書に記載されているとお0据え付けられているかどラかを確認して < ださい。 


H 試運乾 


試遷転は販売店又は据え付け業奢とごいつしよに必ずおこなつてください。 

■ 巧だおお 

運巧军佩 

• ^ま胃垂源プラグをコンセントに巧の根元まで確実に善しこんで<ださい。 

•油タンクに給油し、送油経路の空気なまをして<ださい。 

•を油経路やストーブよ0油をれがないか確認して<ださい。 

•まを装置をセットしてください。 

(を油面器リセットレバー（黒を）を左方向に止まるまで押してください。） 

参タイマー運乾になつていませんか。 

1. 運乾スイッチを巧して r 入 J にして<ださい。 

• に、ミま®がめてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼けて煙と臭い 
がでます。窓をあけて部屋の換気をして<ださい。 

•3 〜4分間のチ備燃焼が終わると本燃焼に切0かわ0ます 

2. 異常がなければ、乂力謂節つまみを r 微少 J 〜 r 大 J に設定して<ださい。 
参がの状態は、青い炎の中にい<らかの黄色い炎（赤义）がまじってち異常で 
はち D ません。 


運乾スイッチを巧して「切 J にしてください。 

r 消乂します J の音舌と同時に、燃焼表示が消え、消义表示 r 消义します J 
が点'なします。 

燃焼室が冷却すると燃焼用送風機、巧流用送風機が停止し、すべての表示が 
消むします。 

薄^織設^^^^ 1 "« 


■消义の手順 









お客様ご相談窓□一賢表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごネ目談窓□にご依頼 < ださい。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

名硕、所在地、電話番号は、変更する場合びあ0ますのでご了承<ださい。 


北海道地区 


東北地区 


か 悔 ミ 店化俩市白石区ザ抑夏 16T 有南 1-1 9 
札幌ヴービスセンターネし幌巧白石居3|^里3を2了目6-25 
函お営業所函館市西格を町21 -2 
擅川晝業所姐川市お旭川南1み 2 T 目 2-5 
帯広営業が帯広市西12み南1下目301 
I ' lf お営業巧訓路市な国の 4-1 7 
化烏尝業巧化見市美芳 0 T9-1-3O 


関東化区 


信越- 
化陸地区 


東海地区 

近畿 • 
四国地区 

中国地区 
九州地区 

沖縄地区 


青 巧る 店 
青巧ヴービスセンター 
れ'田當業戶斤 
が坦ヴービスセンター 
八戸尝業巧 
お前鲁業所 
弘前サービス七ンター 
盛岡幫業巧 
巧岡サービスたンター 
7火お営業所 

仙 台 ま 店 
仙台サービスセンター 
郡山営業巧 
滞山サービスセンター 
会まサービスセンター 
山お営業巧 
山おサービスセンター 
を_巧_営業_巧 

普部国ま：店 
奉を営業が 
首都国サービスセンター 
を川営業巧 
千葉営業巧 

雲養薑羹認 

甲府サービスセンター 

化関東ま店 
ちいたま営第巧 
离崎営業所 
高崎ヴービスセンター 
宇が宮営業巧 
手が宮ヴービスセンター 
太巧営業所 
が戸営_お巧 
つ < ばき業巧 

が瀉 支店 
王をサービスセンター 
新漏東営業戸斤 
fi 野营樂所 
松本営業所 

を ミ尺 ま：巧 
金巧ヴービスセンター 
夏山営業所 
谭冉営業巧 

名古屋ま巧 
をろ屋サービス t ンター 
詩岡営業所 
を岡サービスセンター 

I ^ 営 導 業業審 

沼ま営業巧 

大阪ま 巧 
大阪ヴービスセンター 
萬_ 化営業所 
巧都営業巧 
神戸営業所 
彦根営業戸斤 
福_巧 _ u ~ 當業巧_ 

広 島を 巧 
広島サービスセンター 
岡山普業巧 
ホ子営業所 
潘山き業巧 


有森巧ち館う下吕 12-38 
靑巧巿古巧1了目 12-38 
か田市泉中巧 4T 目 4-1 8 
が田巧外旭川云干が 109-1 
八戸巿売市 4T 巨 4-7 
な前市旧贸 1-2-1 
进前巿西围 1-2-1 
巧岡巿門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

巧か!市か巧区水巧工業理お4了目79 

祉台巿きが碌区日ノ出の1 -7-32 
to 台巧吾城野民扫ノ化の1-7。） 

郡山市亀坦 1-51-9 
郡扯市ま巧の巧井宇撫子東 30-1 
会 ま論 姉 門 旧町祗巧促元8 肪 10 
山お市就旧 3-6 - 28 
山お市東青田 3-6-28 
酒面巿鈴の 1-1 扫 3-1 

東京都化区窒島 8-4 ぶ 
東京都化屋夏島目- 4-8 
東京都化区ま垣も4ぶ 
立川市西砂町 1- 日 6-1 3 
化戸市高搔ホ田 95-5 
横お市戸駆原な 4T 目7-13 
山梨巧中巨巧那旧巧の西を2491 -2 
山おち中巨巧郡賠巧町西を2491 -2 

さいたまを化邑客原の 1 -674-2 
さいたまホ化芭宮原昭 "1-674-2 
富岐巧問屋町西 1-3-22 
离崎市問屋の西 1-3-22 
宇都き市巧細2313 
宇都客巿藥满の2313 
ス:西巧离が栗町2375 
水戸巧巧原の 653-2 
つくげ市谷西部 6788-1 9 

三を市な測3,2-15 
兰录市巧溯 3 , 2 - 1 己 
お癌巿東区江南 1-6 - 41 
をおす大豆島5312 
が本市欄大义1 呆原巧52 

を巧巧が西お町 1-1- 吕5 
金おホが西が町 1-1 -巧 
富山巿田やの 2-3-1 5 
福み巿和醜1 -607 

をを匡巧熱由区が田町 1 6-1 1 
をち屋巧巧田区お田の 16-11 
お闹市致巧区冨化2,1 5-30 
挣両巧致巧区高がに 5-30 
喊旱巧六ま巧 2-7-8 
ま市窝菊屋 3-29-38 
巧津市西巧路 888-1 

のの巿巧金旧 1-8-47 
が面市南金田1ぶ-47 
房格市うをの 1-8-5 
赛都市伏見区か田段ノ J f I原町701 
神戸市西区な吉 5-1 32 
度根巧正法寺町南化7日 
福巧山市帝巧東 BJ68 

に島巧安な巧区祗菌3■が20 
ぶ*巿をな南区巧围 3-27-20 
岡山巿辰己 35-1 03 
ホテ巿目义美町 235-1 
周商市徳山をーノみを5目31 -4 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へど3ぞ 

コ□ナサービスゎンター 

獲01如•目 19-302 25誘ご廣若晋重 

ダへ難かがださい。 

化巧ち.巧化か区のおさ巧は巧巧のサービスセンタ ー -^ W 面 g 
おかけ < ださい。 


お 樹宝店福闹巧博を径ま比恵2-2-が} 
f 樹ブーピス，た若夕三福岡巿博を区東比恵 2-2-40 
おな嘴當義巧化丸州市か怠化区を若 2-6- 4 
塵 'M mm m m 鹿巧島市田上 7 - 1 6ょ 
態本営業が能本巿尾ノ上 1-11-1 2 

曼識當麵馨賣隨県西彼巧郁時津町左底がぉ © 74 - 1 
大分 當実巧 大分 市云化 1-19-7 

ホ裸営業所宫巧巧巿ずお追 738 

シーヴ イド. パー ク 102 


干003 -0028 
〒〇 03-0875 
〒 Q が-0824 
宁 078-8261 
〒〇 80-0022 
〒肋 5-0039 
〒舶〇 "0064 

干勝0946 
干030 -0946 
干010-日917 
〒〇 10-08 日2 
〒の 1-0073 
干 036-808 日 
〒〇 36-8066 
干020 -0823 
〒〇如-0823 
テ 023-0 日の 

〒舶30035 
テ g 目 3- DO 含ら 
干9目3-扫033 
于 963-01 リ 
干9日 5-0 目が 
干9902423 
干 990-2423 
〒目 98-01 の 

于11 4-0 日03 
テ11斗-00日3 
于 114-0003 
T 190-0034 
于 270-2222 
干2化-0063 
〒が日-3日66 

干 409-3 日6日 

干331,0812 
干331 -0812 
〒 370-0007 
〒370-0狐7 
〒脚-日933 
〒御-孤33 
〒 373-0825 
干310 -0 妨2 
干305-日目61 

干 955-0864 
干 955-0 日が 
〒船00855 
t 381 -0022 
〒3期-0033 

干 920-0027 
于 920-0027 
干 930-0985 
T 91 8-8237 

〒化 6-0004 
〒化 6-00 04 
〒の 2-8 日34 
〒が 2-8034 
T 500-8358 
〒514-0819 
干410 -0303 

干5日4-加44 
干5日 4-0044 
T 760-0078 
于61 2-8414 
干651 -21 33 
干 522-0024 
〒日2000目1 

す731 -0138 
干731 -01 3目 
〒 700-0976 
〒6お-0035 
〒745,日目82 

T 81 2-0007 
〒81 2-0007 
〒803-0の8 
〒孤 0-0034 
〒祕2 0913 
〒851-21日6 

干 880-0032 
干 870-010 目 


T 巨 L く011 )8 日4 一 0440く巧表） 
T 巨 L か1お79-21リ知表ミ 
下 E し灿琴扫一煎巧か凍〉 
下 EL^0166)37-2330(ft^) 
TEL(0155)35-761 
TEL(0154)24-4191 (ft^) 
下 E し (0157)26—21 03¢ 巧表） 

TEL 《日 17)7 の一の㈱巧表） 
TEU017)743-2971 バちま） 
下£しの巧)864〜5が1(化表） 
了£しの1の864—5219(巧表） 
TEL(0178)24— 5289(代表） 
TE し (0172)28— 391日(代動 
下 EL の1 72)26 —4770(代き） 
TEL の 19)622 —4791(巧表） 
下 EL の 19)6 日 4— 0281(け表） 
TEL の1 97)22-41 55(巧表〉 

TEL の 22)235 —3181(げ表） 
TEL の 22)783—1 791(代表） 
IEL(024)93a —2240(代表） 
TEL(024)g47— 4654(代表） 
TEL(0242)26-321 1(代表） 
下 EL の巧)台 42-32 城代表） 
TEL の 23)631 -7381(巧き） 
TE しの 234)31 -0571 (巧表） 

TE しく日 3)3927-1 151が表〉 
TEL 城; 3927-1 15み續 
了£しく03た911一1131ミ巧表 
TEL のが)日31_がァ1奸表ミ 
IEL の47知12—日33が代表 S 
TEU045 ミぉ 2— 4008祇表） 
TELO 日日苗 68 — 1567 (代表） 
下目。055ミ268—1568(代表^ 

51 -1722( 代表） 
扫 1—1 231如表） 
61 —480目^げ表ミ 
63— 8259ミげ表） 
32— 5105如表ミ 
32— 51がみず表 

| 38_的7り代表） 
が 一 21 72(化表） 
39—5325( 代表 ^ 

TE し (02 日 6)32— 2126(代表） 
TE しわ 256)32 —2129ミ化表5 
TEU 日 25)286 —引31か法^ 
TeU 026)221-5111^ 化表^ 
TEL(0263)26-0051(ft^) 

TEL の 76)260— 0567く代表） 
TEL(076^260 —0038如表） 
TEL;07 が 444 一 〇 567 (代表） 
下巨し to776)23— 0567がを） 

T 巨 L り 52)746-6600 くげ表） 
TE しの 52)74 目一6603^巧表） 
TEL の 54)23 日一0006ミげ表） 
TEU054 た 38— 0016ミ巧表う 
下巨しわ日 8)26 日一7日成ミけ表ミ 
TELto59)234 - -8471 ^ 巧表） 
TEL(055)968-621 が代表） 

TEL(06)63 目 0—2111( 代表） 
下巨。 06)6386—5670( 代表） 
下巨しがが》の 5-1 711 1 vtm 
下 EL か 75^43—2002^ 化表） 
下 E しり 7 か 922— 2431^ 巧表 $ 
TEL の 749 に 4-623 目如表） 
TEU0773 ミ 22— 0827 ミげ表） 

下亡しがが〉昕1-*3310が表） 
TEL(082)871 -331 5批表） 
TEL(086)243-775iat^) 
下£1_(08日9)33—8157(代表） 
了£し(0834お 2— 5567(代表） 

T 叫 092)47 4-5771 作表） 
TE しり 92)474-6001 ミ巧ま5 
TEL のが) 592— 8611^ 巧表 $ 
TEL か 99)281—1321 か^ 表^ 
TEU096)367-7361 於表^ 
TEL{096)882-771 0《巧表） 
T 亡しく09輪2い6的イ碱 
TEL 沁 97)523 —5161批表） 


FAX く日"） 863— 3154 
FAX 扭11 )871 一2000 
FAX り 138) が一60如 
FAX(0166)37-2338 
FAX(0155)35— 7510 
FAX(0154)24-0451 
FAX わ157お 6— 2107 

FAX(017)742-8275 
FAX の17$743-111日 
FAX の1の日 64— 846目 
FAX(018)864-5760 
FAX(0178)45—4290 
FAX の1 72)28-01 91 
FAX の17ろ 29— 1133 
FAX{019)622-5244 
FAX(019)604-0283 
FAX の1 97)22—4452 

戶 AX の 22)236—8810 
FAX(022)783-1 792 
FAX の 24)938— 3021 
FAX の 24)946—7 脚 
FAX の 242)26— 3216 
FAX(023)642-3254 
FAX(023)631-7391 
FAX の 234)31 —0581 

FAX く 03)3927-1160 
FAX か 3 苗 927-116 日 
FAX(03)3927-1130 
FAXI； 04 2)531—0496 
FAX 047)312-8338 
FAX わ 45)8 於—5540 
FAX(055)268-1569 
FAX わ己 5 細目一 1571 

fAX く日 48)651 —扫370 
FAX か 48)651 -6370 
FAX く 027 如1 一 9139 
FAX(027)364-3228 
FAXr028)632-5205 
FAX(028)610-4607 
FAX(0276)38-5508 
FAX わ 29) さが一のが 
FAX(029)836-1913 

FAX (日 256)35 —日519 
FAX ミ025扫如 一2 137 
FAXto25)286-3313 
FAX の 26)221 -0039 
FAX(0263)26-9961 

FAX(076)260-0775 
FAX ミ 07 雌 60 —07% 
ド AX か 76)444 - 0611 
FAXto776)23-0580 

FAX(052)884-6551 
FAX か 52)884— 6554 
FAX《054)23 日一0006 
FAX ミ 054)238— 日822 
FAX(058)268— 7550 
FAX(059)234-8472 
FAX(055)968-6212 

FA ベ日 6)63 が— 7262 
FAXtastes 日 6— 55能 
FAX(087)835-0160 
FAX く日75 643-0870 
FAX か 78) 目 22— 2438 
FAX り 749)2 扫 一21 16 
FAX(0773)23-7592 

FAX の瞄871 -3306 
FAX(082)a71-0272 
FAXf066)243-7191 
FAX 《08 明)23— 07Q9 
FAX(0834)22-5589 

FAX(092)474— 5775 
FAX り日 2)474— 6414 
FAX り 93)592-8666 
FAX ミ 099^2 別一 1252 
FAX(096)369-6323 
FAX わ能細 2-7767 
FAX(09e5)25-0685 
FAX(097)523-5162 


干901 -2227 了 EL(09 の 897— 5677(代表， FAX の9日)8召 7— 5日79 


01047002 


本社-工場云条市東新保 7-7 干 955-8510 

柏崎工場巧崎市宝町 2-58 〒 945 - 0S1 7 

長岡工場長岡市下条町倉ノ浦 1069 〒 940-1 146 


下 EU02 日 6 ) 32 - 21 11 (大巧表） 
TEL ( 0257 ) 23 - 51 7 日く巧表） 
TEL の 258 ) 22 — 2121 (代表〉 


な巧甚巧: 


205WA0673 - 012 3(3) 





